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3-3 トラフィック

インターネットトラフィックの動向

長 健二朗 ●株式会社IIJ イノベーションインスティテュート
福田 健介 ●国立情報学研究所

協力ISPが増加し、詳細なトラフィック動向が把握可能に。前年よりト
ラフィック傾向には大きな変化は見られない。2020年は放送の同時配
信が注目される。

■インターネットの国内トラフィック量
　インターネットのトラフィックは、通信事業
者のみならず、多くの事業や政策を考えるための
重要な指標となっている。今や多くの産業がイン
ターネットに依存していることもあり、インター
ネットの利用状況を示し、今後を予想する上で、
また技術やインフラへの投資を考える上でもトラ
フィック量は欠かせない情報となっている。中で
もトラフィック量の増加率は、長期的な計画を立
てる上で重要な指標と考えられている。
　国内のインターネットトラフィックについて
は、国内ISP 9社、学会の研究者、ならびに総務
省の協力によって2004年から継続的に集計が行
われ、結果が公表されている。ここではその値を
基に、トラフィックの現状について概説する。

■協力ISPによるトラフィック量調査
　トラフィックデータの集計は、総務省データ通
信課を事務局とし、学界の研究者と国内ISP 9社
が協力して行っている。
　データを提供している協力ISPは、インター
ネットイニシアティブ（IIJ）、NTTコミュニケー
ションズ、NTTぷらら、オプテージ、KDDI、ジュ
ピターテレコム、ソフトバンク（旧ソフトバンク

BBおよび旧ソフトバンクテレコム）、 ニフティ、
ビッグローブの9社・10ネットワークとなって
いる。
　調査の目的は、国内バックボーンにおけるトラ
フィックの基礎データを開示することによって、
事実に基づいた健全なインターネットの発展に寄
与することである。企業機密であるトラフィック
情報は、事業者からの開示が難しいものである。
そのためデータの入手が難しく、推測あるいは一
部の偏ったデータを基に議論や判断がなされかね
ない。そこで産官学の連携によってトラフィック
情報の秘匿性を維持しつつ、協力ISP全社の合計
値としてトラフィック量を公開し、またこのデー
タをもとに国内総トラフィック量の推計を行なっ
ている。これらの結果は総務省の報道資料として
公開し、多くの文献で参照されている。

■収集データ
　測定対象は、ISP境界を越えるトラフィックで
ある。「ISP境界」は一般的に顧客と接続するカス
タマー境界と、他のISPと接続する外部境界に分
けられる。ISP境界におけるトラフィックについ
ては、協力ISPとの協議の結果、各社の実運用と
整合する共通分類を定義している（資料3-3-1）。
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資料3-3-1 定義した ISP境界における5つのトラフィック分類

出典：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

収集したデータは各ISPが独自に集計したトラ
フィックを個別ISPのシェアが分からないように
合算し、結果を開示している。
　データはトラフィック分類ごとに、SNMPのイ
ンターフェースカウンター値を2時間粒度で1か
月分収集している。得られたデータによって、各
ISPでトラフィックの大きな変化があった場合に
も特定が可能となる。前回の測定値やIXでの測
定結果と比較して食い違いがある場合には、原
因の究明を行うようにしている。原因としては、
ネットワーク構成の変更、障害、SNMPデータの
抜け、インターフェースグループ分けの不備など
が挙げられる。トラフィックに予想外の変化が見
つかった場合には、当該ISPに確認を依頼し、必
要があればデータを再提出してもらう確認体制を
取っている。
　集計を開始した2004年9月から3か月間は毎月
データを収集したが、データの一貫性が確認され
たので、その後は年に2度、5月と11月に計測・

収集を行うようにした。協力ISP各社には、調査
の意義を理解して頂き、データ収集に協力しても
らっている。
　2011年5月に、主要IXに2社を追加したほか、
国内総トラフィックの推計方法を変更している。
主要IXの追加に関しては、これまでの日本イン
ターネットエクスチェンジ（JPIX）、JPNAPサー
ビス、NSPIXPに、BBIXとエクイニクス（Equinix）
の2つを追加した。国内総トラフィックの推計に
ついては、それまでは協力ISPの主要IXにおける
トラフィックシェアを基にブロードバンドの国
内総トラフィックの推計を割り出していたが、プ
ライベートピアリング等のIXを経由しないトラ
フィック交換比率の急増を受けて、協力ISPのブ
ロードバンド契約数シェアを基に割り出す方法に
変更した。
　調査の開始時より、協力ISPとしてIIJ、NTTコ
ミュニケーションズ、オプテージ、KDDI、ソフ
トバンクが参加している。その後、ブロードバン

146 第3部 インターネット基盤と通信動向

インターネット白書／©1996-2020 Impress R&D



1

2

3

4

5

6

ドのカバー率向上のために協力ISPを増やすこと
になり、2017年よりNTTぷらら、ジュピターテ
レコム、ニフティ、ビッグローブの4社が新たに
協力ISPに加わっている。これら4社の加入によ
り、ブロードバンドのカバー率が契約数ベースで
41%から68%へと大幅に向上したが、データには
不連続が生じることとなった。また新規協力ISP
は従来からの協力ISPに比べてコンシューマ向け
サービスの比率が高く、トランジットへの依存度
も高い傾向があるため、計測項目によってその影
響の大きさが異なっている。
　新規4社を加えた合計値については、当初は参
考値扱いとしていたが、従来の5社のデータと増
加率ベースで整合する事が確認されたので、2019
年5月分のデータ公表の際に2017年まで遡って
9社分を公式値とする切り替えを行った。このた
め、契約あたりのA1トラフィック量が減少し、そ
の結果カスタマートラフィック国内総量推計値も
2017年5月に減少している。

■集計結果
　以下に示すデータは、協力ISP 9社・10ネット
ワーク分のデータの合算値である。なお、INと
OUTは、ISP側から見たトラフィックの流入と流
出の方向を表す。

●カスタマートラフィック
　資料3-3-2は、2019年5月の週間カスタマート
ラフィックを示したものである。これは各曜日の
同時間帯を平均した値である。休日はトラフィッ
クパターンが異なるので除いて集計していること
から、月間平均トラフィック合計値（後述の資料
3-3-4）とは若干異なる。
　ブロードバンドカスタマー（資料3-3-2（上））に
おける1日のピーク時間は、21～23時である。平
日は夕方からトラフィックが増えて深夜を過ぎる

と急減し、週末は昼間のトラフィックが増えて、
家庭での利用形態を反映している。2019年5月に
は、平均でIN側1,020Gbps、OUT側7,860Gbps
の流量がある。
　ブロードバンド以外のカスタマー（資料3-3-2
（下））では逆にINが多いが、時間別の変動やピー
ク値とボトム値の割合は家庭利用の特徴が出て
いて、ホームユーザー向けサービスの存在が窺え
る。さらに、下流にあるISPのホームユーザーの
影響もあると思われる。

●外部トラフィック
　資料3-3-3は、2019年5月の週間外部トラフィッ
クを示したものである。主要IXトラフィック（資
料3-3-3（上））、その他国内トラフィック（同（中））、
その他国際トラフィック（同（下））のいずれの
パターンも、ホームユーザーのトラフィックの影
響を大きく受けていることがわかる。全ての外部
トラフィックはOUTに比べてINが大きく、他の
事業者から入ってくるトラフィックがホームユー
ザーへ出ていく傾向を示している。

　資料3-3-4は、2004年からの項目別月間平均ト
ラフィック合計値を示したものである。前述のよ
うに、2011年5月から主要IXが5社に変更され
ているため外部トラフィック（B1～B3）にその
影響が反映されているが、全体の傾向に大きな影
響はないことが確認できる。また、2016年11月
には、それまで区分が曖昧だった顧客ISPとの接
続やCDNキャッシュをA2に区分するように見直
しを行った結果、A2の割合が増えている。さら
に2017年5月には協力ISPが5社から9社に増え
ている。
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資料3-3-2 2019年5月の週間カスタマートラフィック： ブロードバンドカスタマー (上)とブロードバンド以外のカスタマー (下)

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

資料3-3-3 2018年5月の外部トラフィック：主要 IX（上）その他国内（中）その他国際（下）

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

●トラフィックの増加傾向
　資料3-3-5にカスタマートラフィックと外部
トラフィックの増加傾向を示す。ここ数年のト
ラフィックの傾向としては、以下の点が挙げら

れる。

・ブロードバンド（A1）に関しては、2018年5
月と2019年5月を比較すると、INで年率17%、
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資料3-3-4 項目別月間平均トラフィック合計値推移

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

OUTで年率15%の伸びとなっている。伸び率で
比較すると、前年比でINでは18ポイント増加し
たが、OUTでは10ポイント下がり、OUTの伸び
率の減少が続いている。
・外部トラフィックに関しては、 国内外部トラ
フィック(B2)のINが伸びたのに対して、国際外
部トラフィック(B3)のINはやや減少となってい
て、国内で交換されるトラフィック比率の拡大が
続いている。

■国内総トラフィックの推計
　ここでは、協力ISPから得られた数字を基に、国
内総トラフィックの推計を試みる。2010年まで
は、IXにおけるトラフィックに対する協力ISPの
シェアを基に総トラフィックを推計していた。具
体的には協力ISPの主要IX外部のOUTとIX側で
測定したINの総量との比率から、IXトラフィッ
クにおける協力ISPのシェアを求める。他のトラ

フィック項目においても協力ISPのシェアが同じ
と仮定し、各項目の値をこのシェアの値で割るこ
とで国内総トラフィックを推計する。
　しかし、2008年まで42%程度で安定していた
IXトラフィックシェアは、2009年から減少に転
じた。これは国内全体でIX経由のパブリックピ
アリングから、IXを経由しないプライベートピ
アリングやトランジットへの移行が進んできたほ
か、従来は大手ISPのトランジットに依存してい
たコンテンツ事業者が自身でネットワーク運用を
してISPとピアリングするようになってきた影響
と思われる。その結果、IXトラフィックシェア
がブロードバンドトラフィックシェアを反映しな
くなり、総量を過剰に推計してしまう問題が出て
きた。
　そこで、ブロードバンドトラフィックの総量に
関しては、2011年から協力ISPのブロードバン
ド契約数のシェアを使って推計する方法に変更し
た。過去のデータについても、契約数シェアを基
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資料3-3-5 トラフィックの増加傾向：カスタマートラフィック（左）と外部トラフィック（右）

出典：総務省、「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

にした値に修正を行った。また2017年11月に、
協力ISP1社のOEM分の契約数を考慮するため、
過去に遡って契約数シェアおよびA1総量推計値
を修正している。
　その他のカスタマートラフィックに関しては、
ブロードバンド契約数とは関係しないため、従来
通りのIXトラフィックシェアを基にした値を用
いている。その他のカスタマートラフィックは前
述のようにISP 5社からしか提供されていないた
め、この5社のIXにおけるトラフィックシェアか
ら総トラフィックを計算している。
　推計したカスタマートラフィック（ブロード
バンドおよびその他）の国内総量の数値データ
を資料3-3-6に、そのグラフを資料3-3-7に示す。
2017年5月のギャップは協力ISPを5社から9社
に切り替えた影響である。
　資料3-3-7左の「Mobile」は、3GやLTEなどの
移動通信のトラフィックを示している。2019年6
月の移動通信の平均ダウンロード量は2927Gbps

であり、固定ブロードバンドの推計総ダウンロー
ド量1万2100Gbpsの24%のボリュームとなって
いる。
　その他カスタマートラフィックの総量の推計
値に関しては5社からしかデータ提供がなく、そ
の変動も大きいため、推計結果にも大きなばらつ
きが見られる。特に2016 年11 月には前述のト
ラフィック区分の見直しの影響で、大幅な増加が
あったように見えるが、実際に大幅増加があった
訳ではない。このように、その他カスタマートラ
フィックの総量の推計値は、ブロードバンドと比
較して精度が低く、あくまで参考値として捉えて
いただきたい。

■まとめ
　今回の報告から協力ISPが4社増え、計9社の
データを基に国内インターネットトラフィックの
動向を報告している。これによってブロードバン
ドのカバー率が大幅に向上し、より精度の高い総
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資料3-3-6 カスタマートラフィック国内総量の推計値

出典：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

資料3-3-7 A1（左）およびA2（右）の総量推計値の推移

出典：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

量推計ができるようになったといえる。
　この1年間のインターネットトラフィックの傾
向には大きな変化は見られない。ブロードバンド

は、ダウンロード量は年率15%の増加で依然伸
びているが、昨年は25%増加しており、伸び率
は3年連続で低下している。また、ISP間のトラ
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フィックについては、海外からの流入比率の減少
が続いている。
　利用者レベルで見ると、インターネット経由の
動画視聴が着実に増えているのは間違いない。こ
こ数年はあまり新しいサービスが出てこなかっ

た事もあって大きな変化として見えていないが、
2020年4月からはNHKが常時同時配信を始める
予定でもあり、ユーザの視聴行動への、そしてト
ラフィックへの影響が注目される。
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